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感染症発生動向速報  

（令和 4 年第 36 週分・ 9 月 5 日～ 9 月 11 日）  
《 インフォメーション 》 

●RS ウイルス感染症 

RSウイルス感染症は、RSウイルス

を原因とする急性呼吸器感染症で

す。今週、県内の RSウイルス感染症

の報告数は、定点医療機関当たり

1.07人で、先週（1.31）より減少し

ました。RSウイルス感染症の全国に

おける報告数は、2016年頃から、夏

から徐々に増加し秋にピークを迎え

る傾向がありました。新型コロナウ

イルスが発生した 2020 年には全く

流行が認められませんでしたが（図：

折れ線（黒））、2021年には春から夏にかけて大きな流行がありました（図：折れ線（青））。 

今年の富山県では 2～3月に小流行がありましたが、その後の症例数の増加はありませんでした

（図：折れ線（赤））。今後、秋期に報告数が増加する可能性もあるため、注意が必要です。県内報

告例の大半は 1～3歳の乳幼児であり、多くの症例が幼稚園、保育所、家庭内等で発生しているこ

とが推定されます。 

RSウイルス感染症は、感染から 4～6日の潜伏期間の後、鼻汁、咳、発熱などの上気道症状が認

められます。1歳未満、とくに 6ヵ月未満の乳児や早産児では重症化しやすく、入院治療が必要と

なる場合もあります。高齢者や心臓・肺に持病のある人では重症化する場合があります。主な感染

経路は飛沫感染と接触感染です。現在、有効なワクチンや治療薬はないため、手洗いや手指消毒、

マスク着用などの基本的な感染対策で予防を徹底しましょう。また、幼稚園や保育所の流行状況に

注意し、体調が悪いお子さんがいるときは、登園を控えさせるようにしましょう。 

《 全数報告の感染症 》 

新型インフルエンザ等感染症 新型コロナウイルス感染症 6,512件（暫定値） 

二類感染症 結核 １件（80歳代、男性） 

五類感染症 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 １件（第 35週診断分：70歳代、男性、Ｇ群） 

      梅毒 ３件（①第 3週診断分：50歳代、男性、早期顕症梅毒Ⅰ期 

            ②第 4週診断分：30歳代、男性、早期顕症梅毒Ⅰ期 

            ③第 22週診断分：30歳代、男性、早期顕症梅毒Ⅰ期） 

《 定点報告の感染症 》 

 今週の県内上位６疾患 定点あたりの数 

順位 疾病名 今週（増減） 先週 

１位 手足口病 3.93（↑） 2.62 

２位 感染性胃腸炎 2.59（↑） 1.93 

３位 ＲＳウイルス感染症 1.07（↓） 1.31 

４位 ヘルパンギーナ 0.38（↓） 0.59 

５位 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.34（↑） 0.07 

６位 突発性発しん 0.31（↑） 0.10 

富山県感染症情報センター 

(富山県衛生研究所内) 
(0766-56-5431 直通） 

RS ｳｲﾙｽ感染症 
乳幼児・高齢者は要注意！ 
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○感染症発生動向調査報告状況（令和４年第３６週　令和４年９月５日～令和４年９月１１日）

新川 中部 高岡 砺波 富山市 その他 計 新川 中部 高岡 砺波 富山市 その他 計
新型インフルエンザ等

感染症
新型コロナウイルス感染症 536 566 1,756 736 2,915 3 6,512 10,420 9,022 34,599 12,254 48,369 388 115,052

二類感染症 結核 1 1 1 4 28 9 27 69

三類感染症 腸管出血性大腸菌感染症 2 1 4 1 10 18

四類感染症 Ｅ型肝炎 1 1

つつが虫病 1 1

レジオネラ症 3 9 5 11 28

五類感染症 アメーバ赤痢 1 2 3

ウイルス性肝炎 3 3

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 4 2 6 12

急性脳炎 4 4

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 3 5 8 16

後天性免疫不全症候群 1 1 2

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1 4 5

侵襲性肺炎球菌感染症 3 5 8

水痘（入院例） 1 3 4

梅毒 2 9 3 23 37

播種性クリプトコックス症 3 3

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 1
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インフルエンザによる入院患者（※3） 0

分類 疾患
今週報告分（第３６週） 累積報告数（令和4年第1週（1月3日）～）

定点疾病

(下段は定点当たり
の患者数を示す)

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

本週報のデータは速報値であり、今後、調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。　　　※1 県報道資料の判明日調査中は、公表日前日を判明日とした暫定値です。　※2 その他は県外、居住地非公表分です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※3 インフルエンザによる入院患者累計報告数は、令和4年第36週(9月5日)～の集計です。
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